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R32b NROレガシープロジェクトCOMING(9) : 棒渦巻銀河NGC 4088にお
ける分子ガスの分布と運動
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我々は、野辺山 45 m電波望遠鏡に搭載されたマルチビーム受信機 FORESTを用いて、近傍銀河のCOサーベ
イプロジェクト、COMING(CO Multi-line Imaging of Nearby Galaxies)を推進している。本講演では 2015-2016
年シーズンの成果の一部であるNGC 4088の観測の初期成果について報告する。
NGC 4088は距離が約 15 Mpcにある棒渦巻銀河であり、NGC 4085 との初期段階の相互作用銀河であると考

えられている。また、銀河中心から北西に約 7 kpcの場所に渦状腕から分離された領域を持っている。紫外線観
測から渦状腕および分離領域での星形成活動が報告されており、赤外線観測によりダストに覆われた星形成領域
が銀河中心および腕上の数カ所に分布していることも知られている。今回、我々は初めてNGC 4088全面の CO
マッピング観測を渦状構造を分解し得る空間分解能 (∼ 20′′(1.5 kpc))で行い、分子雲の分布を調べた。その結果、
分子ガスは銀河の中心領域、棒状構造、腕、分離領域に存在していることが明らかになった。また、相互作用銀
河ではあるが速度場に大きな乱れは見られず、外側の腕では速度幅が 20∼30 km/sと小さくなっていることがわ
かった。本講演では、主に他波長のデータと分子ガスの分布を比較した結果について報告する。


